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自然体験イベント事故情報 
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発生日時 

平成29年3月11日（土） 午前10時～12時頃 

発生場所   公園・里山・海・川・渓谷・その他（      ） 

事故状況（何をして、どのように、どうなった） 

3月18日～19日講座のコース下見をするためと、五月平高原コース中腹での毎木調査 

のための区画（5ｍ×5ｍ）確保作業を行ったときに、藪こぎもあり植物に触れかぶれた 

と思われる。 
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誰が、どのように処置 

・11日の終了時点ではかゆみ、腫れはなかった。 

15日頃からかゆみを感じ、右頬が腫れてきた。 

16日、17日、21日皮膚科を受診する。 

 

 

 

 

 

 

ケガの部位・症状 

 右頬のかぶれ、ひどい症状時は右頬の腫れで右目がふさがった。 

 

推定原因と再発防止策は（分かる範囲で記入下さい） 

幸い熱が出なかった。虫刺され・ばい菌ではなく植物が原因と思われる。 

長袖長ズボンの作業服、登山シューズ、手袋、めがねを着用して作業をした。 

肌の露出部は頬であった。 

 

＜再発防止対策＞ 

藪こぎ時、ほほが植物に触れないようにする工夫。 

頬をタオルなど布で覆う工夫。 
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 〇上記推定原因と再発防止策に記載のとおり、肌の露出部を避ける工夫が必要。 

 

 

 

 

 

 


